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市独自の事業

枚方市独自の介護予防・生活支援サービス事
業は５つあります。

• 生活援助訪問事業

• 教室型通所事業

• リハ職行為評価事業

• リハ職訪問通所指導事業

• 栄養士派遣指導事業
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教室型通所事業

• リハ職訪問通所指導事業等

で身体機能が改善した方等が

フィットネススタジオなどのスポー

ツ施設で、体操指導員が実

施するひらかた元気くらわんか

体操などの機能訓練に取り組

むことで、身体を動かすことの

習慣化と外出することの楽し

みを見出す支援を行う事業
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運動器の機能向上の実技を中
心とした1クール全12回（3か月
間）のプログラム

くにみが丘メディカルフィットネス倶楽部ビッグ・エスくずは

グンゼスポーツ枚方

事業案内チラシ
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ビッグ・エスくずは

運動レベル

特色

負荷の高いトレーニングから身体機能の
向上を目指す。

ノルディックポールやボール、ゴムなど、多種多
様な道具を取り入れたプログラム

中強度の自重筋力トレーニングを取り入れ
筋力の向上を図る。

姿勢をモニタリングし、運動を通して正しい姿
勢を意識づける。

ボールを使用した下肢筋力トレーニング、
椅子に座っての下肢自重トレーニングの
実践
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特色

くにみが丘フィットネス倶楽部

運動レベル

ノルディックポール

脳を刺激するトレーニングを取り入れ、認
知機能の向上も目指す。

椅子に座り、ノルディックポールを利用したト
レーニング

ノルディックウォーキングの自主グループが結
成されているため、通所修了後の参加が可
能

9時30分から営業されているため、他のジム
と比較し、朝早くから利用できる。

運動量は多いが、椅子に座るため、腰や膝
に痛みがある方でも利用ができる。



6

運動レベル

グンゼスポーツ枚方

特色

ゆるやかな体操やストレッチを取り入れたプロ
グラム

プールやトレーニングマシン等が充実している
ため、通所修了後も利用ができる。

自動販売機が設置された交流スペースがある。

負荷の少ないトレーニングから、段階的な体
力づくりを実施

呼吸に合わせたストレッチ体操、ボールを握っ
て握力強化、身体ほぐし等、軽度の筋力ト
レーニングの実践
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Aさん（75歳・女性）独居

事例１）教室型通所事業

二世帯住宅の1階に独居。
自宅周辺は坂が多く、バス停も遠い。
20年前から左股関節と両膝に痛み
と拘縮がある。
5年前には頸椎後縦靭帯骨化症の
診断を受け、両手足の腫れがあり、
歩行が不安定。

ノルディックウォーキングに使用する「ノルディック
ポール」を利用し、椅子に座った状態で、スト
レッチやリズム体操、体重を利用した筋力トレー
ニングを実施。

開始時は同年代よりも体力測定値が
低かったが、移動能力・歩行能力が

標準値まで上昇。事業終了後は、一般介護予防
事業における『ここから介護予防
教室』へ継続して参加



栄養士派遣指導事業

• 栄養士が居宅等を訪問し、規則

正しく食事を摂ることや食材や惣菜

の選び方、簡単な料理が出来るよ

うになる支援など、食に関する支援

を行う事業
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著しい体重の減少や増加がある方、食
事や調理・買い物への意欲が低下してい
る方などを対象に、月1回の訪問、または
電話連絡などを3か月間支援
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事例２）栄養士派遣指導事業
Bさん（71歳・男性）夫婦二人暮らし

平成28年に肺がん発症。放射線治療による唾液
腺の萎縮と味覚の変化により食事量が減少したた
め、体重が減少。栄養士派遣指導事業を利用。
買い物は本人と妻と行き、食べれそうな食材を選ん
でいる。調理は妻が行っている。

食材や調理方法を見直し、食べやすい調
理方法や効果的にカロリーを摂取出来る
食材を提案することで、2kg減少した体
重を2週間ほどで戻した。

【助言・提案】
放射線治療後に口腔内の乾燥に悩んでいた。
食事をゆっくり噛んで食べることで、唾液の分泌を
促し、口腔内の乾燥を予防すること、唾液と食塊
をしっかり絡ませることで、嚥下予防を行うことを伝
える。



運動による体力向上には、
筋繊維増強のためバランス
よくタンパク質を摂ることが
必要。運動と栄養に効果
的な献立を考え、家族全
体で健康志向の食生活に
変化することで、調理の役
割が、一層の自立支援に
つながった。

ケアマネジャーが運動と栄養士派遣指導事業の利用を提案

【リハ職行為評価事業】知恩院までの道中に15分続けて
歩く工程があるため運動の必要性を説明。栄養士派遣指
導事業も勧奨するが、必要性を感じていない。

【リハ職訪問通所指導事業】休まず頑張っておられるが、易
疲労性があり、教室での運動が続かない。栄養士派遣指導
事業の併用を再提案 ⇒ 栄養士派遣指導事業の利用

３段階の支援を経て、本人は体力向上に栄養面を考慮する必要性に気づいた！

目標達成！！

①

②

③

Cさん（75歳・女性）娘・孫と三人暮らし

脊柱管狭窄症、自転車転倒による硬膜下血腫手術
で不活発による体力低下。娘と孫に食事の準備をする
のは本人の役割として調理を行っている。

事例３）栄養士派遣指導事業

続けて運動できるまで体力が向上し、表情も豊か
になり、生き生きとした生活を取り戻した。

【 目標 】
京都の知恩院へ出かける

（行動変容）
（自立意識の変化）

食事は自分ではできていると
思っていたため、運動が必要
で栄養面を軽視していた。
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介護予防・生活支援サービス事業

生活援助訪問事業（A）

介護予防・生活支援サービス事業

リハ職行為評価事業

介護予防・生活支援サービス事業

リハ職訪問通所指導事業

介護予防・生活支援サービス事業

栄養士派遣指導事業

介護予防・生活支援サービス事業

教室型通所事業（A）

介護予防・生活支援サービス事業

予防通所事業（現行）
介護予防・生活支援サービス事業

予防訪問事業（現行）

介護予防給付

通所リハビリテーション
介護予防給付

訪問リハビリテーション

一般介護予防事業

ここから介護予防教室

一般介護予防事業

エクサルク教室

一般介護予防事業

ご近所運動教室

ひらかた元気くらわんか体操

マスター教室

ひらかた元気くらわんか体操

+10（プラステン）

一般介護予防事業

ノルディックウオーク教室

一般介護予防事業

足腰はつらつ健康講座

ひらかた元気くらわんか体操

自主グループ

同じ（なじみの）ツール
① ひらかた元気くらわんか体操
② スティック（ノルディック・R9）
③ 運動プログラム（エクサルク）

同じ（なじみの）場所
① イオン枚方店（枚方いきいき広場）
② フィットネスジム

状態にあわせた事業の組み立て


